
■救急医療への支援
・妙高高原町から妙高市、上越市の救急病院への搬送時間が６～７分短縮

■生活利便性の向上
・上越～妙高間の通勤時間が１６分短縮

整 備 効 果

救急医療施設への搬送時間が６～７分短縮救急医療施設への搬送時間が６～７分短縮

1,8131,813人人

※※ H12 国勢調査

5,4695,469人人

旧新井市から上越市
への通勤流動 ※※

旧新井市と旧中郷
村・旧妙高村間の
通勤流動 ※※
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妙高市役所から上越市役所までの
通勤時間の変化

（分）

救急医療への支援

救急搬送人数と搬送形態
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救急患者の転院

救急現場から搬送冬期に搬送人数
増加

◇妙高高原地区の冬期救命救急医療へ
の問題を解決。

◇延べ１５３台の救急搬送（うち平成１７
年１月～３月はほぼ毎日利用）

新井スマートＩＣ

◇平日、朝夕の妙高市から上越市への通
勤時間帯を中心に利用。

生活利便性の向上

上信越自動車道 新井スマートIC上信越自動車道 新井スマートIC

緊急車両でのETC利用

例：妙高高原スキー場から新潟県立中央
病院までの救急搬送時間の変化
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例：妙高高原スキー場から頸南総合
病院までの救急搬送時間の変化

（分）

新井PA

搬送時間44分から7分短
縮により、出血多量患者
の救命率が約20%向上
する。
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